
凡例：

年 ～ 年

年 ～ 年

DMOが独自に策定する観光地経営戦略

※DMOの法人紹介のウェブサイトがある場合はURLを記入してください。

※DMOが独自に策定している観光地経営戦略を公表している場合のみ記入してください。

①観光地のビジョン・重要目標達成指標

（１）将来的な観光地のビジョン（目指す姿）

（２）重要目標達成指標（KGI）

実績及び目標値は、暦年か年度か、右記のプルダウンから選択してください。 ⇒

●KGIの実績及び目標値

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

※必須KGIの単位はプルダウンから選択してください。

※任意のKGIがある場合は、単位も含め直接入力してください。（例：千円）

※任意KGIは、設定しない場合でも該当セルを削除せず、空欄のまま提出してください。 

●任意KGIの設定理由

●KGI（経済波及効果）の実績値及び目標値

※経済波及効果は更新登録時のみ必須となり、新規登録時は任意です。（記入しない場合は空欄のままとしてください。）

※単位はプルダウンから選択してください。

②観光地のビジョンに基づく観光地域づくり法人の使命

③データの活用方針

（１）KGI

前々期前前々期

登録区分：

1期目前期

取得手法（データの取得主体及びその方法の詳細を記載）データの名称

旅行消費額

経済波及効果

毎年度、継続して来訪者アンケートを実施し、その結果による一人当たりの観光消費額（日帰り・宿泊別）に、小樽市で公表する観光入込数（日帰

り・宿泊別）を乗して積算する。

・ 令和８～９年度で策定する「観光地経営戦略」の中で決定する予定

5期目4期目3期目2期目

（形成・確立計画）

申請様式ver2.0

実績 目標

2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032

一般社団法人小樽観光協会

2026年度～2027年度で策定する予定であり、策定次第公表します。

更新登録申請時に記入する項目

長期滞在型の観光地を目指す

KGI

直接効果額

※単位をプルダウンから選択

生産誘発額（最終需要額）

※単位をプルダウンから選択

波及倍率 #DIV/0!

法人名：

観光地経営戦略

年度

全法人が記入する項目

登録済の法人が記入する項目

初回記入日： 2026年　6月　25日

2026年　7月　22日

2028 策定中観光地経営戦略の対象期間：

自治体の観光計画の対象期間： 2017 2026

最終更新日：

法人を紹介するウェブサイトURL
※1

独自に策定する観光地経営戦略の有無

観光地経営戦略を公表しているURL
※2

https://otaru.jp/

無

【単位：XXX】

（任意KGI）

・ 令和８～９年度

で策定する「観光地

経営戦略」の中で決

定する予定

旅行消費額
必須

任意

・ 令和８～９年度で策定する「観光地経営戦略」の中で決定する予定

KGI

経済波及効果

小樽市の観光基本計画に沿い、地域の”稼ぐ力”を引き出すための「観光地経営戦略」を策定し、着実に遂行することで持続可能な観光地域づくりを実現する。

データの活用方針

KGI/KPIの各データは、経年で収集するとともに、各事業者にとって利用しやすいよう公開することを目指す。

必須/任意

直近の実績 （20XX年） 目標 （20XX年）

#DIV/0!

【千円】

地域DMO（単一市区町村）

北海道小樽市マネジメント区域：

必須

必須

任意
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（２）KPI

※任意KPIは、主要なものに絞って記入してください。なお、任意①は「地域全体の成果」、任意②は「DMOの活動による直接成果」を記入してください。

※「住民満足度」は、広域連携DMO・都道府県DMOの必須KPIではありません。「観光事業者の平均給与額」及び「月別来訪者の平準化率」は、広域連携DMOの必須KPIではありません。

④環境分析

（１）マネジメント・マーケティング対象とする区域の概況

●区域の範囲が分かる図表

●区域設定の考え方

・ 令和８～９年度で策定する「観光地経営戦略」の中で決定する予定

月別来訪者数の平準化率

観光事業者の平均給与額 毎年度、継続して観光事業者アンケートを実施し、その結果により把握する。

毎年度、小樽市が公表する観光客入込数から把握する。

必須②

任意①

任意①

必須①※

必須①※

ウェブサイトアクセス数

・ 令和８～９年度で策定する「観光地経営戦略」の中で決定する予定

Google アナリティクス（ウェブサイト訪問者の分析ツール）を用いて、年間のアクセス数を国内外の属性別に集計する。

住民満足度

データの名称 取得手法（データの取得主体及びその方法の詳細を記載）

来訪者満足度

延べ宿泊者数

一人当たり旅行消費額 毎年度、継続して来訪者アンケートを実施し、その結果による一人当たりの観光消費額を日帰り・宿泊別に把握する。

毎年度、小樽市が公表する観光客入込数から把握する。

毎年度、継続して来訪者アンケートを実施し、その結果により把握する。

毎年度、継続して住民アンケートを実施し、その結果により把握する。

（マネジメント観点のKPI）

（マーケティング観点のKPI）

・ 令和８～９年度で策定する「観光地経営戦略」の中で決定する予定

必須/任意

必須①※

必須①

必須①

必須①

　小樽市は、北海道西海岸のほぼ中央、後志地方の東側に位置し札幌市など４市町村に接している。東西約36km、南北約20kmで、市街地の一方が日本海に面し、他の三方を山々に囲まれた坂の多いまちとなっている。海

岸線は約69kmで、その中央には天然の良港である小樽港があり、西側の勇壮な海岸は「ニセコ積丹小樽海岸国定公園」に指定されている。気候は北海道にあって寒暖の差が小さい海洋性であるため、住みやすく、春は桜と新

緑、夏はゴルフやマリンレジャー、秋は紅葉、冬はスキーと、四季を通じて豊かな自然を満喫できる地域となっている。

　街並みは、明治期以降の歴史を色濃く残す建物や施設が今も残り、年間800万人を超える観光客が訪れる国内有数の観光都市となっているが、近年宿泊客は増加傾向にあるが、日帰りの観光客の割合が圧倒的にが多く、

滞在時間の短さや観光エリアが固定化などが課題として挙げられている。

　また、小樽市は、新千歳空港や札幌市から交通アクセスが良く、計画からの開業遅延が公表されたが2038年度以降には北海道新幹線の札幌延伸、新小樽駅（仮称）の設置が予定されていることから、より一層交通利便

性が向上が期待される。

　今後、これらの課題を克服し、恵まれた多様な観光資源を生かし、さらなる交流人口と地域経済への貢献を増加させるためには、市民、観光事業者、観光関連団体、経済界、行政が一体となった観光振興の取組を推進する

必要がある。

　さらに、小樽市が持続可能な観光都市として発展するためには、複数の日本遺産が認定され、明治以降の歴史的建造物などが数多く残されている文化観光推進のポテンシャルを持っていることは、道内の各自治体にはない強

みであり、加えて市街地から近い海や山の自然環境を活かすことも優位性があることから、小樽市全域を区域設定とし、(一社)小樽観光協会を主体とした地域ＤＭＯとして事業推進することが適切である。

任意②

任意②

必須②

【北海道小樽市】                              
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新千歳空港 



●旅行者の実態等

●観光資源：観光施設、商業施設、自然、文化、スポーツ、イベント等

●宿泊施設：域内分布、施設数、収容力、施設規模等

●二次交通：区域までの交通、域内交通 

●インバウンド受入環境整備の状況

・外国人宿泊客延数：令和５(2023)年度　２７．５万人、令和６(2024)年度　３６．９万人、令和７(2025)年度　３７万人

・外国人宿泊客延数は、平成26(2014)年度に初めて10万人を突破（11.3万人）した以降、コロナ禍の大きな減少はあったが、令和5(2023)年度にはコロナ禍以前の状態に戻り、令和6(2024)年度、令和7(2025)年度と増加を

続け、過去最大数となっている。

・国のインバウンド施策や新千歳空港国際線の増加、小樽を舞台にした「ラブレター」をはじめ、近年ではNetflixなどの映画やドラマの影響などから、東アジアの国からの増加が顕著になり、近年は東南アジアや欧米豪など、多様な

国からのインバウンドが増加し、これらのインバウンドの好調さも相まって、令和6(2024)年度に引き続き令和７(2025)年度も年間の観光入込客数が800万人を超えた状況となった。

・市街地案内表示板や施設看板への多言語表記の実施。運河整備後の当初、英語・ロシア語の２か国語から始まり、現在は、英語・韓国語・中国語（繁体字・簡体字）・ロシア語で表記している。

・ビデオ、ポスター、パンフレットの多言語表記・多言語版の製作

・観光マップ（英語、中国語繁体字・簡体字、韓国語）の発行

・観光案内所（ＪＮＴＯカテゴリー２：１か所、ＪＮＴＯカテゴリー１：２か所）

・外国語（英語）や食のバリアフリー（ムスリム・ベジタリアン）勉強会の実施。特に英語案内については、会話集を作成し地元FMラジオで定期的な放送

・小樽国際インフォメーションセンターと小樽港クルーズターミナルに外貨両替機設置

・クルーズ船入港時のふ頭での観光デスク開設や無料Ｗi-Ｆiの設置

・各施設での多国語音声ガイドの導入

■札幌から

　・一般道利用：国道５号経由で約６０分（約３６km）

　・高速利用：札樽道　札幌北ＩＣ経由で約４５分（約３７km）

　・高速バス：小樽方面　円山経由・北大経由で約６０分

　・ＪＲ：快速　約３５分、普通　約５０分

■新千歳空港から

　・一般道利用：国道３６号・国道５号経由で約１３５分（約１１２㎞）

　・高速利用：新千歳空港ＩＣ利用で約７５分（約８８㎞）

　・ＪＲ：快速　約７５分、普通　約１１０分

■北陸・関西方面から

　・フェリー利用：新潟　⇒　小樽航路　約１６時間、舞鶴　⇒　小樽航路　約２１時間

■域内交通

　・北海道中央バス：小樽市内観光路線（天狗山ﾛｰﾌﾟｳｴｨ線､おたる水族館線、朝里川温泉線）

　　　　　　　　　　小樽市内路線

※令和8年4月現在

　・旅館、ホテル ：３３施設、２，２７６室

　・簡易宿所：６８施設、３８８室

　・民泊：１７３施設、１７３室

　  合計：２７４施設、２，８３７室

※令和8年9月と令和9年2月にオープン予定のホテルのほか、その後にオープン予定のホテルが建設中である。

■観光施設

・小樽運河：小樽観光の起点は小樽運河の再整備であり、幅40ｍの小樽運河を全面埋立して道路を拡幅する計画の行政側の事業に対して、全面保存し後世に残すべきという市民有志の声が上がり、まちを２分する対立が

大きくなった。いわゆる「運河論争」と言われ、その論争は約10年続き、最終的には運河を幅20ｍ残し景観に配慮し道路整備することで決着をみた。この論争により「運河のまち・小樽」の知名度が大きく広まった。 運河地区周辺

には、明治・大正期に建てられた石造り倉庫などの歴史的建造物が数多く存在し、近代の建造物と街並み、運河とガス灯の風景は異国情緒の趣を醸し出し、訪れる人々の重要な散策コースや撮影スポットとなっている。 また、北

運河周辺には、埋立てされていない竣工当時の40ｍ幅のままの運河(通称：北運河)が残っているほか、国指定重要文化財の旧日本郵船㈱小樽支店や石造倉庫を利用したカフェなどがある。

・色内交差点周辺：明治から昭和初期に建築された銀行の建物が集積しており、かつての「小樽黄金期の銀行街」の通りである。小樽市指定有形文化財の日本銀行旧小樽支店は金融資料館に、小樽市指定歴史的建造物

の旧北海道拓殖銀行小樽支店や国指定重要文化財の旧三井銀行小樽支店は「小樽芸術村」（美術館）として運営されている。他にも旧三菱銀行小樽支店、旧第一銀行小樽支店など、多くの指定歴史的建造物がある。

また、市立小樽文学館・小樽美術館もあり、歴史・文化に触れることができるエリアである。

・３つの日本遺産～①北前船寄港地・船主集落、②北の産業革命「炭鉄港」、③北海道の「心臓」と呼ばれたまち・小樽：数多くの歴史的遺産などを構成文化財とし各ストーリーで認定されている。

・祝津・高島地区：かつて鰊漁で栄えた漁師親方の生活･贅･美や暮らしに触れることができるほか、「おたる水族館」は北海道有数の規模を誇り、ゆっくり楽しむことができる施設である。この地区は「ニセコ積丹小樽海岸国定公

園」の東端部分で、江差追分碑から日本海をバックにした日和山灯台のある高島岬や連なる断崖や絶壁、市街地側と360度の眺望が楽しめる。

・オタモイ地区：高島から積丹に続くオタモイ海岸は、波が岩にはじける荒々しい自然景観が特徴的で、夕日も美しく、蘭島までの奇岩や絶壁など海食崖が国定公園に指定され、遊覧船やフェリーから勇壮な海岸線が楽しめる。

中でも窓岩は海にせり出した岩にできた大きな穴で、濃い海の色とともにひと際、特徴的である。また、オタモイから祝津までの約5.5㎞の自然探勝路では、変化に富んだ断崖や積丹方面の絶景を堪能できる。

・天狗山：山頂までロープウエイが運行されており、重要な眺望地点として一年を通じて大パノラマを楽しむことができる。夜には北海道３大夜景といわれる美しい景色、昼は標高532ｍの高さから市街地と小樽港・石狩湾、そして

遥かに連なる増毛連山が一望できる。また、山頂の自然の中で楽しめる、ジップラインや熱気球も営業している。　冬は、”港の見えるスキー場”として滑走が楽しめる。初心者から競技スキーヤーまで、技術に合わせたコースが整備され

ている。 特に近年は、中国や台湾などの外国人客から大きな人気を得て、スキー以外の多くのお客様で賑わいを見せている。

・朝里川温泉地区：市街地から車で約25分に位置し、谷沿いの閑静な温泉郷で、春は桜と新緑、夏はゴルフ、秋は紅葉、冬はスキーと、四季を通じて自然を満喫させてくれる。 温泉郷の奥にはループ橋や朝里ダムがあり、「オタル

ナイ湖」の周辺には、湖畔園地が整備され散歩を眺めることができる。

■商業施設

・堺町通り：色内交差点で日銀通りと交差する堺町通りには、歴史的な建物を利用している店が多く、にぎやかで楽しい観光スポットである。ガラスやオルゴールの店やスイーツの店、お土産・飲食の店が軒を連ねる。

・寿司屋通り：全国でも珍しい通りの名前で、小樽のグルメとして有名なお寿司屋が店を構えている。　近年は、外国人観光客にも人気がある。

■イベント

・おたる潮(うしお)まつり：今年で６０回を迎える長年市民に愛されているまつりで、「潮ねりこみ」や「大花火大会」など小樽の夏を盛り上げている。札幌から臨時列車も運行されるいる。

・おたる雪あかりの路：平成11年から始まり、冬の寒さの中、雪や氷で作ったオブジェにろうそくの灯をともし、雪とふれ合い心にぬくもりを与えるイベントとして、冬の風物詩となっている。韓国を中心とした外国人ボランティアも年々増

加しイベントを支えている。

※本イベントの約３か月前の11月からは、観光客の入込数が低迷する時期となることから、当協会は「青の運河」や「ワイングラスタワー」の企画や、余市観光協会とが連携したイベントを展開している。

　小樽市の観光入込客数は下記のとおりであり、その内訳は、宿泊客の割合が徐々に増えているものの概ね全体の８８％割が日帰り客で、１２％が宿泊客となっている。また、令和７(2025)年度では道内客が約474万人、道

外客が約360万人となっており、道内客の割合が多い構成になっているが、外国人客を含む道外客の増加率が大きい状況にある。

　また、当協会のアンケート結果においては、道内客は９割以上がリピーターであり道外客も半数程度はリピーターであるが、訪日外国人は「はじめての来訪」が７割となっている。旅行客の周遊は、道外客・外国人客では｢小樽運

河｣と｢ＪＲ小樽駅｣、次いで「堺町」周辺の人気が高いエリアに集中しているが、リピーターが多い道内客では水族館がある「祝津・オタモイ地区」や「朝里川温泉地区」の周遊も増え分散している状況にある。また旅行スタイルにお

いては、「非日常・リフレッシュを求めている」に次いで、「旅行先の風土や生活習慣を体験したい」となっていることから、街なか散策などで地域を知りたい感じたい方が多く状況が伺える。

　・観光入込客数（宿泊者数・延べ宿泊者数）　※小樽市の調査による。

　　　令和　４（2022）年度　　４０６．５万人（　７４．１万人・８８．２万人）

　　　令和　５（2023）年度　　７６１．２万人（　９０．３万人・１１２．８万人）

　　　令和　６（2024）年度　　８０６．８万人（　９９．３万人・１１８．７万人）

　　　令和　７（2025）年度　　８３４．６万人（１００．０万人・１２３．２万人）

　・観光総消費額  ※小樽市の観光動向調査（５年ごと）による。

　　　平成２５（2013）年度　        　１，２５５億円

　　　平成３０（2018）年度　　  　      　８９８億円（平成２５年度と調査方法変更）

           令和５･６（2023･2024）年度　１，０２６億円（５年度：秋・冬、６年度：春・夏を調査）



（２）環境分析（SWOT分析）の結果

※環境分析について、上記はSWOT分析ですが、別手法で実施した分析があれば、参考資料として別紙で提出してください。（その場合、SWOT分析は空欄で構いません）

（３）マネジメント・マーケティング対象とする区域の観光を取り巻く現状や課題を踏まえた取組方針

⑤観光地域マーケティング戦略及び⑥地域のマーケティングミックス（4P）戦略

（１）観光地域づくりのコンセプト

（２）コンセプトの考え方

※コンセプトの設定に当たり事前に実施したSTP分析の結果が分かる資料は、必ず提出してください。

（３）ターゲット

※ターゲットは主要なものに絞って記入してください。①～③まで全てを記入する必要はありません。

＜国内＞ ２０～４０代女性

・(株)ブランド総合研究所が毎年実施している「地域ブランド調査2025」による「市区町村魅力度ランキング」（全国調査対象1,000市区町村）では、小樽市は、４位と前年より順位

を上げており、例年５位前後の高い順位を維持し継続していることが裏付けられている。中でも「観光意欲度」の項目においては、前年に引き続き第３位と高い順位になっている。特に

年代別の魅力度の平均点の2025年の分析によれば、40代以上が安定している一方で、20代と30代は大きく上昇しており、観光意欲の高い年代と言える。また、市の「観光客動態調

査」や当協会の観光客アンケートの性別区分の結果が女性の回答割合が高いことから、小樽ファンを拡大するためのターゲットとして引き続き選定した。

・このターゲット層は、情報発信力の高い層であることからＳＮＳなどの拡散力が期待されることから、小樽の高い人気を背景に情報発信を拡充する。

・まだまだ知られていない小樽の夜の魅力の発信や観光コンテンツを巡る体験型商品の造成を促進し、滞在時間の延長や再訪問意識の醸成を図るとともに、おもてなし力の向上によ

り、将来にわたって小樽ファンとして、年齢を重ねても友人や仲間、家族などと来てもらえる観光地とする。

・小樽には、海、港、山、坂、四季折々の顔、運河と倉庫群、古い街並み、歴史的建造物、産業遺産、遺構、神社・寺院・教会、食文化など、数え上げたら切りがないくらいのコンテンツがそろっており、札幌市や新千歳空港から

の交通アクセスも良く、日本有数の豊富な観光資源に恵まれている街である。

・複数の日本遺産を有していることや明治以降の歴史的建造物などが多く残されており、これらを活かした文化観光の推進は近隣自治体にはない強みである。更には、市街地から海や山が近接する地形から夏はマリンスポーツやト

レッキング、冬は海を望めるゲレンデでのスキー、石造倉庫を活用した飲食店や多彩な食文化など、常に新しい発見があり、何度でも楽しめる街、それが大きな特徴である。

・このようなホンモノの資源・遺産を古くから守り抜いてきた市民の「実直さ」、「頑固さ」、「義理人情」などの気質も小樽独自の歴史・文化であり、市民の生活、市民のなりわいそのものが魅力であり、ホンモノの小樽と言える。観光

客と市民とが、数あるホンモノの魅力を味わい、交流を通じてふれあう成熟した観光都市を目指します。

ターゲット①

①食材の旬や花の見頃など、小樽の“四季”が折りなす魅力を情報収集し提供する。

②魅力ある街並み景観の構成要素となっている歴史的建造物の保全を図る。

③歴史や文化､伝統､食等を活用したテーマやストーリー性のある回遊･散策ルートを企画し提供する。

④祝津､赤岩､天狗山､朝里川などの自然の魅力を活かしたＡＴ商品の企画し提供する。

⑤夜景や飲食などの夜の回遊性強化、朝の観光の掘り起こしと磨き上げを図る。

⑥温泉・ホテルでの滞在メニューの充実を図り、ホスピタリティを強化する。

⑦海水浴やマリンレジャー、スキー、スノーボードなどの季節に応じた魅力を発信する。

⑧地場産品の新規開発やブランド化との連携を行う。

上記項目を取組方針で進めてきたが、４P分析は十分とは言えず、令和８～９年度で策定する「観光地経営戦略」の中で見直す予定

取組方針

自地域の立ち位置・提供価値

ターゲット設定理由

※自地域で積極的に活用できる強みを記入してください。

・約69kmに及ぶ海岸線とその背後の山岳丘陵地という豊かな自然環境と美しい自然景観（国定公

園）

・歴史的な建造物と街並み

（具体例）小樽運河、３つの日本遺産の構成文化財や市指定の歴史的建造物、天狗山などからの

眺望、文学の歴史、温泉、スキーリゾート、ゴルフ場、海水浴場

・食文化（寿司･生鮮･スィーツ･地元グルメ）

・酒文化（日本酒･ワイン･ビール）

・体験メニュー(ガラス工芸･オルゴール製作)

・おたる水族館

・祭り（おたる潮まつり･小樽雪あかりの路）

・北海道鉄道発祥の地

・ロケ地（天狗山・朝里）

※自地域で改善を必要とする弱みを記入してください。

・日帰りの多い通過型観光

（具体例）訪問先の偏り、夜の観光の弱さ（土産店・飲食店の閉店時刻の早さ）、朝の魅力のＰ

Ｒ不足

・受入体制（サービス･ホスピタリティ･バリアフリー､外国人対応等）が不十分

・事業者の現状維持意識（グルメ･お土産等の固定化）

・市民の観光に対する意識の弱さ

・歴史的建造物の老朽化

・ボランティアの高齢化と人材不足、特に外国語対応ガイドの不足

※自地域で追い風となる要素を記入してください。

・札幌からの近さ（時間・距離・交通）

・全国的な知名度

・新千歳空港からのアクセスの良さ

・高速道路の後志方面延伸

・2038年度以降の新幹線新駅開業予定

・小樽港再開発（第３号ふ頭及び基部周辺、クルーズの受入れ）

・北運河開発計画の進展

・フェリーによる日本海の船旅

・広域連携のポテンシャルの高さ（余市・仁木・赤井川・積丹・ニセコ）

※自地域で逆風となる要素を記入してください。

・札幌からの近さ（時間・距離・交通）

・世界情勢の影響等による旅行環境の予測の困難性（特に外国人マーケット）

・市の人口減少､とりわけ生産年齢人口の減少

・若者の就職先の市外流出

・地球温暖化（スキー・漁業）

・新幹線開業後の小樽スルーの危惧

・高速道路全線開通後の小樽スルーの危惧

内

部

環

境

外

部

環

境

好影響 悪影響

DMO登録後、事業の取組み方針として、長期滞在型観光を推進するため、次の三つの事業を柱として、観光による消費額を増やことを目的に各事業を推進し継続している。

①多彩な観光資源を活用した体験型コンテンツを充実し、滞在時間の延長を図ります。

②おもてなし力の向上を図り、長居したくなる、また来たくなる小樽を目指します。

③安心して楽しめる夜の街の魅力を発信し、宿泊への動機付けを増やします。

※宿泊施設が複数、新規開設している状況もあり、観光客入込数の増加の中でも、宿泊客数の増加が堅調になっている。

2026年度までの10年間を期間とする第２次小樽市観光基本計画で目指す姿として示している

「ホンモノの小樽とふれあう－観光客と市民がふれあい、新しい発見があり、また来たいと思える街－」



⑦マネジメント区域における受入環境整備の方針

※本項目は、広域連携DMO、都道府県DMOの必須項目ではありません（推奨）。

・この項目は、これまで策定していないので、令和８～９年度で策定する「観光地経営戦略」の中で取り組む予定

・本地域では、北海道を代表する歴史あるバス会社があり、従来から小樽駅を中心とするバス路線が充実しているが、近年は運転手不足が顕著な環境もあって便数の減少傾向が顕

著である中、小樽水族館がある祝津線や天狗山線などの観光地への便数は、観光客の利用が多く減少されず、さらに韓国客の多い場合は、臨時便の対応が行われている。今後のバ

ス会社や行政と連携を密に、同様の対応を基本とするが、令和８～９年度で策定する「観光地経営戦略」の中でも取り組む予定。

・本地域では、「小樽観光大学校（大学校長：小樽市長）」による”おたる案内人（２級・１級・マイスター）”の検定試験を実施し、観光客をおもてなしする職業に従事する「キャス

ト」とともに、多くの観光客に来ていただくことにより地域の活性化を願う「サポーター」としての市民の拡充を促進しています。また、案内人を中心にボランティア団体を設立するなど、具体の

ガイドも実践しています。一方で、特に増加以傾向にある外国人観光客をガイドできる人材は不足していることから、体験型商品の造成とともに、ガイド人材の育成も実施します。

・本地域は、坂が多い地形や歴史的な建造物の特徴でもある段差が多い建物という、特にハンディキャップを持った方々に対して物理的なハードルがある街であることから、基本的には

ホームページ内に”バリアフリーガイド”のバナーを設け情報発信の充実を図っている。

①｢小樽市観光客動態調査(令和5･6年)｣によると、外国人の訪問目的の最も多い理由の一番は、｢小樽運河と歴史的建造物｣との回答が約64％と一番多いことから、小樽市らしい歴史的な街並みや食文化・芸術などの体

験プログラムの構築を図る。

②ニセコ地域やキロロリゾート等の滞在者に対して日本文化の体験プログラムの構築を図る。

③祝津､赤岩､天狗山､朝里川などの自然の魅力を活かしたＡＴ商品の企画し提供する。

④消費単価が高いラグジュアリー層に対する付加価値の高いおもてなしの研究を行う。

⑤スノーリゾートや滞在型マリンレジャーの研究を行う。

⑥滞在者向け、観光案内人・ガイドの人材育成を実施する。

上記項目を取組方針で進めてきたが、４P分析は十分とは言えず、令和８～９年度で策定する「観光地経営戦略」の中で見直す予定

取組方針

自地域の立ち位置・提供価値

・ステイ型滞在者（主に欧米・オセアニアや国内ワーケーション、２地域居住など）

・令和６年度に小樽市が実施した「小樽市観光入込調査デジタル技術活用業務」による調査結果によれば、この対象７か国で小樽市に来訪する訪日外国人観光入込客数の約

95％を占めている。従来､インバウンド旅行者の多くは、団体バスによる小樽立寄り「運河散策＋昼食」スタイルであったが､観光庁インバウンド消費動向調査（旧 訪日外国人消費動

向調査）(2024年)」によると、「往復航空(船舶)券や宿泊等を個別に手配した（個別手配）」が84.2％と最も多く、国別では、中国86％､台湾69％､韓国86％､香港90％などで、い

ずれも上昇傾向となっており、今後も個人手配が伸びることが見込まれる。滞在時間の拡大を図る上でＦＩＴによる宿泊増を狙う。

・また、対象国から見て日本は近い海外で再来訪率も高い結果となっており、満足度が高ければリピーター獲得につながり、今後も本市への主要な外国人客として誘客が図られるものと

選定した。

・｢小樽市観光客動態調査(令和5･6年)｣によると、インバウンドが小樽を選んだきっかけとして「インターネットやホームページ」が約６割と継続的に一番多いことから、観光庁、文化庁、北

海道運輸局、ＪＮＴＯ、北海道観光機構などの事業との連携や活用を進めるとともに、関係市町村との広域連携を強化し、ターゲット層に訴求する効果的なプロモーションを実施す

る。

①散策ルートの開発や映画のロケ地含めた魅力スポットの発掘を行う。

②外国人向け体験メニューの充実を図る。

③多国語での周遊マップを作成する。

④市民、観光関連事業者への国別の文化や習慣の違いについての情報提供を行う。

⑤夜景や飲食などの夜の回遊性強化、朝の観光の掘り起こしと磨き上げを図る。

⑥スキー場と市街地、温泉施設が接近してあることの小樽の強みを生かした、スキー・スノーボードの初心者への手軽なスキーを提供する。

上記項目を取組方針で進めてきたが、４P分析は十分とは言えず、令和８～９年度で策定する「観光地経営戦略」の中で見直す予定

取組方針

自地域の立ち位置・提供価値

ターゲット設定理由

・欧米・オセアニアはアジア市場に比べて取組が遅れていたことから、市場の多様化、安定化に向け、先ずはビジターとして積極的に受け入れる。加えて､長期滞在者やリピーター､移住者

の受入れに戦略的に取組むことが必要である。

・国内については、新しい旅のスタイル、働き方改革の状況や中高年の健康志向を捉え、小樽へのプチ移住や２地域居住を提案する。令和３年度実施のワーケーション事業で取組んだ

アンケート結果によれば、ワーケーションの経験は未だ27.8％であったが、経験のない方も今後の意向では94.5％と高い関心がある。

・｢小樽市観光客動態調査(令和5･6年)｣によると、インバウンドが小樽を選んだきっかけとして「インターネットやホームページ」が約６割と継続的に一番多いことから、観光庁、文化庁、北

海道運輸局、ＪＮＴＯ、北海道観光機構などの事業との連携や活用を進めるとともに、関係市町村との広域連携を強化し、ターゲット層に訴求する効果的なプロモーションを実施す

る。

＜海外＞ 中国、台湾、韓国、香港、タイ、マレーシア、シンガポールのＦＩＴ・リピーター層
ターゲット②

ターゲット設定理由

ターゲット③

ガイドの確保及び育成の方針

二次交通の課題解決及び

確保の方針

基礎的なインバウンド

受入環境整備の方針

その他の方針



⑧顧客管理の方針

※本項目は、広域連携DMO、都道府県DMOの必須項目ではありません（推奨）。

⑨観光による受益を広く地域に行き渡らせる方針

※本項目は、広域連携DMOの必須項目ではありません（推奨）。

その他の取組

⑩戦略の重要成功要因KSFとKPI

（１）重要成功要因（KSF）及びKPI ※太字は必須

※任意KGI、任意KSF、任意KPIについては、任意KPIは、該当があれば主要なものに絞って記入してください（以下の記入欄も同様）。

※「KPI②（DMOの活動による直接成果）」はDMOが自ら設定するKPIです。登録済の法人は、マネジメント、マーケティングの観点からそれぞれ一つ以上の設定が必須となります。

※独自のKPIツリー等によりKGI・KSF・KPIの関係を整理している場合は、別途資料を提出することも可能です。

（２）KPIの目標値とその推移

※KPIの年・年度は、①（２）重要目標達成指標（KGI）でプルダウンから選択したものが自動転記されます。

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

20.7

4期目

96.1

57.4

【％】

月別来訪者数の

平準化率

5期目

2032

前前々期 前々期 前期

【単位：千回】

XXX

【単位：XXX】

ウェブサイトアクセス数
2,160

【単位：XXX】

【％】

【％】

来訪者満足度

（インバウンド）

住民満足度

XXX
・令和８～９年度で

策定する「観光地経

営戦略」の中で決定

来訪者満足度

（全体） 96.3

【％】

延べ宿泊者数

（インバウンド） 37

【千人】

延べ宿泊者数

（全体） 1,232

【千人】

【円】

一人あたり旅行消費額

（インバウンド） 19,748

【円】

一人あたり旅行消費額

（全体） 13,840

実績 目標

2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031

KPI②（DMOの活動による直接成果）KPI①（地域全体の成果）KSFKGI

（マネジメント、マーケティングの観点からそれぞれ一つ以上のKPI）

（マネジメント、マーケティングの観点からそれぞれ一つ以上のKPI）

1期目 2期目 3期目

月別来訪者数の平準化率

来訪者満足度

延べ宿泊者数

一人あたり旅行消費額

（任意KPI（地域全体の成果））

（任意KGI） （任意KSF）

（任意KSF）

地域への裨益

環境歴史文化保全

需要の平準化

顧客管理

滞在日数の増加

消費単価の向上

（任意KPI（地域全体の成果））

観光事業者の平均給与額

旅行消費額

経済波及効果

（任意KGI）

※令和８～９年度で策定する経営戦略の中で

決定する

住民満足度

※⑦～⑨に当てはまらないその他の取組に係る取組方針を記載してください。

・DMOの使命である地域が稼ぐに向け、行政との協議を充実し、宿泊税を財源とした支援の充実が実現したところであり、その具体策に向け令和８～９年度で策定する「観光地経営戦略」の中で取り組む

予定

・来訪者（顧客）のニーズ把握も含めてアンケート調査は実施し、その声を関係者と共有し改善を図っているほか、各データの情報発信の充実を図る方針であるが、各事業者や住民にさらに利用しやすい内容

への改善を図る予定

（マネジメント、マーケティングの観点からそれぞれ一つ以上のKPI）

（マネジメント、マーケティングの観点からそれぞれ一つ以上のKPI）

（マネジメント、マーケティングの観点からそれぞれ一つ以上のKPI）

（マネジメント、マーケティングの観点からそれぞれ一つ以上のKPI）

（マネジメント、マーケティングの観点からそれぞれ一つ以上のKPI）

（マネジメント、マーケティングの観点からそれぞれ一つ以上のKPI）

KPI①（地域全体の成果）

KPI

任意

必須



※「一人あたり旅行消費額」「延べ宿泊者数」「来訪者満足度」については、全体かインバウンドの数値のどちらかは必須です。

※「延べ宿泊者数」の単位はプルダウンから選択してください。

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

※「KPI②（DMOの活動による直接成果）」はDMOが自ら設定するKPIです。登録済の法人は、マネジメント、マーケティングの観点からそれぞれ一つ以上の設定が必須となります。

⑪実行計画

※ ⑪実行計画は別途、任意様式で提出していただきますようお願いいたします。作成に当たっては、以下にご留意ください。

⑫効果検証の体制とその方法

・当法人の理事会とDMO形成連絡会の二つの合議体での運営が、煩雑であり、毎月実施している理事会の充実に対して、DMO形成連絡会は形骸化しつつあったこ

とから、令和９年度の理事会改選期に向け、両組織の統合を図ることと、形成連絡会議内にあった部会をメンバーの刷新とともの改編し、令和８年度から「マーケティン

グ戦略部会」を設置し、経営戦略の策定に向けた協議や進捗管理などにより、PDCAサイクルを実践することとしている。

・令和８年度に立ち上げる「マーケティング戦略部会」の中で協議する。

・令和８～９年度で

策定する「観光地経

営戦略」の中で決定

・観光地経営戦略の対応期間にあわせて作成すること。

・地域の多様な関係者と協働する体制であることが分かるよう、実施主体を明確に記載すること。

・具体的に「何をいつ（誰が）どこまでやるのか」が分かるような記載となっていること。

前前々期 前々期 前期 1期目 2期目 3期目

2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032

実績

4期目 5期目

目標

【単位：XXX】

（マーケティング観点のKPI）

XXX

【単位：XXX】

XXX

【単位：XXX】

【単位：XXX】

・令和８～９年度で

策定する「観光地経

営戦略」の中で決定

任意

必須

検証方法

検証体制

（マネジメント観点のKPI）

KPI②（DMOの活動による直接成果）

KPI



⑬-1.広域連携DMOとしての地域マネジメント方針（広域連携DMOのみ必須）

（1）広域的なデータの収集及び分析

（2）人材育成のための研修

（３）インバウンド向けの旅行商品を流通させるための支援

（4）地方運輸局等及び日本政府観光局と連携したインバウンド向けプロモーション

●地方運輸局との連携方針

●日本政府観光局との連携方針

（5）大規模災害時の風評被害対策

⑬-2. 都道府県DMOとしての地域マネジメント方針（都道府県DMOのみ必須）

（1）都道府県域のデータの収集及び分析

（2）人材育成のための研修

●マネジメント区域内のDMOに必要な人材像

●人材育成に向けた取組方針

（3）広域連携DMOと連携した形でのインバウンド向けの旅行商品を流通させるための支援

（4）国内旅行者向け旅行商品を流通させるための支援

（5）マネジメント区域内の「売り」を踏まえたポジショニング

（6）旅行者の視点に立った、近隣の都道府県との連携の推進

※インバウンドプロモーションについて、地方運輸局とどのように連携していくのか取組方針を記入してください。

※マネジメント区域内のインバウンド向け旅行商品を流通させるために、どのような支援・取組を実施するかについて、取組方針を記入してください。

※上記の人材像を育成するための具体的な取組方針を記入してください。

※旅行者の周遊を促進するために、近隣の都道府県との連携方針を具体的に記入してください。

※マネジメント区域内において「売り」の提供価値が競合する場合、それらの「売り」をどのように差別化させて観光客に訴求させていくか取組方針を記入してください。

※マネジメント区域内の国内旅行者向け旅行商品を流通させるために、どのような支援・取組を実施するかについて、取組方針を記入してください。

※マネジメント区域内のインバウンド向け旅行商品を流通させるために、広域連携DMOと連携をした形でどのような支援・取組を実施するかについて、取組方針を記入してください。

※上記の人材像を育成するための具体的な取組方針を記入してください。

※地域でこれから育成を必要とするマネジメント区域内のDMOを担う人材像を具体的に記入してください。

協力団体

例）○○旅館組合、○○鉄道

対応策内容

※データを共有する範囲とその共有方法を記入してください。

データを共有する範囲・共有方法

例）宿泊事業者や交通事業者と連携し、外国人旅行者向け災害時情報提供アプリ「Safety tips」や普及させる。

データを共有する範囲・共有方法

※データを共有する範囲とその共有方法を記入してください。※マネジメント区域内のDMOに提供するた

めに収集するデータの名称を記入してくださ

い。

収集するデータの名称

例）観光地の被災情報の発信

対応策

※マネジメント区域内のDMOに提供するた

めに収集するデータの名称を記入してくださ

い。

収集するデータの名称

●マネジメント区域内のDMOに必要な人材像

●人材育成に向けた取組方針

※これから育成を必要とするマネジメント区域内のDMOを担う人材像を具体的に記入してください。

※インバウンドプロモーションについて、日本政府観光局とどのように連携していくのか取組方針を記入してください。


